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PHP の脆弱性に関する aams への影響と対応について 

 
 

平素より弊社製品をご利用いただき、誠にありがとうございます。 
このたび公表された PHP の脆弱性について、aams への影響と対応状況をご案内いたします。 
 
■ aams クラウドサービスについて 
aams クラウドサービスにつきましては、今回の脆弱性に対する修正パッチの適用を完了しております。 
 
■ 施設内設置型（オンプレミス）の aams について 
【aams VER4 以降】 
PHP を使用していないため、今回の脆弱性の対象ではありません。 
 
【aams VER3 以前】 
PHP を使用しており、今回の脆弱性に関する確認・対策の対象となります。 
aams は、主に施設内ネットワークで稼働する構成でご利用いただいております。 
当社が把握している導入環境では、aams サーバーの Web 機能をインターネット上に直接公開している
構成は確認されておりません。 
 
このような環境では、インターネットから今回の脆弱性を直接悪用されるリスクは限定されます。ただ
し、施設内端末のマルウェア感染等を経由した攻撃の可能性まで排除するものではありません。 
 
■ 今後の対応について 
aams VER3 以前をご利用のお客様につきましては、ご利用環境の内容を確認のうえ、必要に応じて修正
パッチの適用等の対応をご案内いたします。対応方法・時期等の条件につきましては、個別にご案内い
たします。 
 
本件に関するご相談は、弊社カスタマーサポートまたは販売店までお問い合わせください。 
 
今後とも弊社製品をご愛顧賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。 


